
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
法
然
は
『
選
擇
集
』
に
お
い
て
「
念
仏
行
者
必
可
具
足
三
心
之
文
」
と
し
て
念

仏
の
行
者
を
前
提
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
散
善
の
行
者
が
三
心
を
起
こ
し
て
念
仏
に
帰
す
る
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
法
然
の
選
擇
本
願
の
念
仏
と
異
な
っ
た
信
の
取
り
方
を
暗
示
す
る
。

隆
寛
が
安
心
起
行
と
言
う
概
念
を
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
表
面
上
明
確
で
は
な
い
が
、
往
生
の
正
因
を

『
観
経
』
の
三
心
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
こ
で
次
に
そ
の
三
心
に
つ
い
て
隆
寛
が
ど
う
考
え

て
い
た
の
か
を
整
理
し
て
み
た
い
。

第
二
項
　
菩
提
心
と
三
心

隆
寛
の
往
生
の
正
因
と
し
て
の
心
は
『
観
経
』
の
三
心
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
著
作
を
通
じ
て
明
ら
か
で

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
著
作
の
ほ
と
ん
ど
で
三
心
に
対
す
る
見
解
を
示
す
ほ
ど
、
三
心
を
そ
の
教
学
の
中
心
問

題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
三
心
の
見
方
に
つ
い
て
は
隆
寛
独
自
の
理
論
も
多
く
含
ま
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
の
最
も
特
徴
的
な
言
葉
が
「
他
力
の
三
心
」
で
あ
ろ
う
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
あ
と
で

論
じ
る
と
し
て
、
ま
ず
最
初
に
往
生
の
正
因
と
し
て
持
つ
べ
き
心
を
菩
提
心
と
相
対
し
て
述
べ
て
い
る
の
で

ま
と
め
て
み
た
い
。

菩
提
心
に
つ
い
て
の
隆
寛
の
見
解
は
『
極
楽
浄
土
宗
義
』
に
往
生
極
楽
人
は
菩
提
心
を
起
こ
す
べ
き
か
と


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の
問
に
つ
い
て

於
聖
道
門ノ

菩
提
心
一

者ハ

此ノ

宗ニ

所
三

不
二

論
一

也
其ノ

故
者
自
力
修
行
人
者ハ

必
発
菩
提
心
一

他
力
往
生
人

者
唯
発
三
心
一

順
本
願
一

故
也

と
あ
る
よ
う
に
、
自
力
の
修
行
者
の
持
つ
べ
き
心
が
菩
提
心
で
あ
り
、
他
力
往
生
の
人
は
本
願
で
あ
る
三
心

を
発
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。
ま
た
善
導
の
言
う
「
同
発
菩
提
心
往
生
安
楽
国
」
に
つ
い
て

菩
提
者
仏
果
名
也
是ノ

故ニ

求ル
二

仏
道ヲ
一

者
必ス

発
菩
提
心
一

然ニ

念
仏ノ

行ハ

人
所
求
者
極
楽
也
斯
者
来
迎
也
依

之
一

帰
他
力
一

者ハ

必ス

乗テ

本
願
得
往
生コ

ト
ヲ

但
同
発
菩
提
心ノ

釈
者
会
二

之
一

有
二

二
義
一

一
者
以
二

往
生
極
楽

人ヲ

例ス
二

同
発
菩
提
心ノ

人
一

其
義
思テ

而
応
知
二
者
摂
二

衆
生
一

令
三

生
二

有
仏ノ

国
土
一

以
之
一

名
為
二

菩
提
心
一

之
義
也

と
い
う
よ
う
に
菩
提
心
と
は
言
っ
て
も
仏
果
を
求
め
る
心
と
は
当
然
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

さ
ら
に
『
無
量
寿
経
』
の
第
十
九
願
、
第
三
十
五
願
と
『
観
経
』
の
「
五
百
侍
女
菩
提
心
」
の
解
釈
に
つ

い
て
十
九
願
の
菩
提
心
は
弥
陀
の
本
願
で
は
な
く
三
心
を
発
し
た
の
ち
来
迎
を
受
け
る
の
で
あ
り
、
三
十
五



（『
隆
全
』
一
、
九
一
頁
）

（『
同
書
』
一
、
九
二
頁
）



願
と
『
観
経
』
の
菩
提
心
は
称
名
の
力
に
よ
り
往
生
す
る
こ
と
す
な
わ
ち
無
生
を
得
る
こ
と
を
言
う
と
述
べ
、

こ
の
益や
く

を
求
め
る
た
め
に
菩
提
心
と
言
う
の
で
あ
る
、
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
菩
提
心
に
つ
い
て
、
自
力
修

行
の
聖
道
の
心
と
し
て
の
菩
提
心
と
往
生
浄
土
の
菩
提
心
と
同
じ
言
葉
で
は
あ
る
が
、
意
味
を
分
け
て
解
釈

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
項
　
行
具
の
三
心

隆
寛
の
残
さ
れ
た
著
作
の
中
、
和
語
の
も
の
に
は
自
然
に
三
心
が
具
す
る
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
漢
文

体
の
も
の
に
は
な
い
。
和
文
体
に
あ
る
の
は
正
し
く
法
然
の
言
う
行
具
の
三
心
で
あ
る
が
、
漢
文
体
の
も
の

で
は
む
し
ろ
他
力
の
三
心
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
行
具
の
三
心
の
根
拠
に
な
る
解
釈
は
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

ま
ず
『
捨
子
問
答
』
巻
上
に
は
法
然
の
言
葉
と
し
て

三
心
ハ
コ
マ
カ
ニ
沙
汰
シ
テ
知
ネ
ド
モ
。
念
仏
ダ
ニ
モ
慇
ニ
ス
レ
バ
。
自
然
ニ
具
足
セ
ラ
ル
ヽ

也
。
サ
レ
バ
コ
ソ
。
三
心
ト
云
名
ヲ
ダ
ニ
モ
知
ザ
ル
在
家
ノ
無
智
ノ
人
ニ
モ
念
仏
シ
テ
神
妙
ニ

往
生
ス
ル
事
ナ
レ
ト


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（『
続
浄
』
九
、
七
頁
上
）


